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海外橋梁製作技術分科会・活動報告資料（目標）
（61年3月現在〉

調査研究項目 内　　　　容 果・状況

1，資料調査
一 ｛

1．1統計資料
1）建設工事の海外受注実績
2）設計コンサルタントの海外受注実績

3）橋梁の海外受注実績

S48～59　（↑2年間）

　　渉　　（　”　〉

S47～59　（13年間）
㊧

年度、橋梁名、国、橋長、鋼重、型式、

会社名

1．2　海外への橋梁視察調査団の概要 約10年間（55r耳きで）
調査団名、年月、期間、目的、調査国、

報告資料名、その他
㊧

2．海外における橋梁製作の状況 文献その他の情報を収集し、左記項目に 資料収集継

2．1橋梁の一般状努 ついて整理する 続

2．2ファブリケーター

2．3製作方法
2．4工作機器、検査機器
2，5製作から見た構造ディテール コストダウンの参考とする

3．海外の製作に関する規格等の研究 BS，A鴨，DIN，などの製作に関連するSpec． 61年度

の理解と我国との比較対照など

4，悔外Specによる製作事例の研究

1）アダミヤ橋（イラク共和国）
2） ②

継続
、

5．海外の品質保証等についての調査 61年度以降

、
6．海外橋梁の受注から工事までの問題点等について 61年度以降
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